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2数的組による主題標目の構成
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Re－sum・e！

　　　In　this　article　the　dyadic　organization　of　subject　headings　means　composing　subject　headings

of　descriptors　in　pair．　From　the　view－point　of　dyadic　organization　the　writer　examines　and

compares　such　systems　as　Medical　Subject　Headings，　Permuterm　Subject　lndex　to　Science　and

Technology　and　SYNTOL，　trying　to　clarify　the　characteristics　of　subject　headings　in　each．

　　　The　writer　then　explains　about　the　nature　of　his　own　system　called　CONCODE　（1｛2gtgntextual

Connection　of　Descriptors）　which　combines　descriptors　by　conjunctive　marks　and　prepositions．

The　dyadic　organization　principles　are　applied　to　CONCODE，　providing　headings　with　inclusiveness

and　CONCODE　with　exclusiveness．

　　　Although　in　information　retrieval　recall　and　relevance　factors　are　said　to　act　contrary，　the

writer　tries　to　raise　the　two　factors　simultaneously　by　the　combined　use　of　dyadic　headings　and
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2数的組による主題標目の構成

1．序 説

　平面上の点は，x座標と2」座標という2数の組によっ

てその位置を示すことができる。点Pのx座標をx・L，

y座標をYzとすれば，点Pは，

　　　　　　　P（xz，　yz）

によって表わされ，同じく点Qは

　　　　　　　Q＠ブ，Y7）

によって表わされる。（図1参照）
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る“件名”には限られないので，筆者はあえて“主題”

という語を用いる。Headingについては，主としてド

キュメンタリストが“見出し”という訳語を使用してい

るが，本稿では一応：“標目”と呼ぶことにする。

II．　Medical　Subject　Headings

　SearsやBSHなどの一般的な件名方式では，主題標

目はn個（n　＞1）の記述子（自然言語に属する）によって

構成される。n個の記述子の並び方はnの階乗に等し

く，従って，並び方に規制を加えないとすれば，n！に等

しい枚数の件名カードを必要とする。ファイルの作成・

保管にかかわるコストの増大を嫌忌する伝統的方式で

は，一般に標目の数を最小限に留める。

　例えば，BSHは次のように規定している。

“件名標目は必要に応じて与えるもので，常に一個

とは限らない。二つ以上を与える図書もあれば全然

与えなくてよい場合もある。

　a．一一主題の図書には一件名標目を原則とす

　　る。”1）

　　　　Xl　　　　　　　　　xノ

図1・座標平面上の点

　仮に点PとQを主題Szおよび主題Sフと考え，　x

座標とy座標が記述子（descriptors）であると見なせ

ば，2つの主題は次のように表わすことができる。

　　　　　　　s、＠乞，Yz）

　　　　　　　S7（X7，　Y7）

　このように2個の記述子の組による主題表現を筆者は

dyadic　organization　of　subject　representationとロ乎

んでいる。この方式が，索引の対象となる文献の主題は

すべて座標平面上にあり，換言すれば，座標平面は関心

の対象たりうる主題の集合であるという前提を持ってい

ることは言うまでもない。

　本稿では，検索という道程に立てられる第1の道しる

べの役割を演ずるsubject　headingsを2数的組によっ

て構成する方式について論ずる。Subject　headingsに

対して，図書館界では一般に件名標目という訳語を用い

ているが，この文脈におけるsubjectは必ずしもいわゆ

　このような抑止的規定に加えて，1標目を構成する記

述子の配列にも規制があり，1番目の記述子（主標目）と

それに続く記述子（細目）の並び方は固定される。例えば，

　　　日本文学一歴史一江戸時代

という並び方が定められると，それは決して

　　　江戸時代一日本文学一歴史

と並び変えられることはない。換言すれば，それはすべ

ての順列の中から1つを選択する方式であるということ

ができよう。

　前述の如く，記述子は1個の場合もあれば，複数個の

場合もあるので，必ずしも2数的組によって構成される

ものではない。例えば3個の組によって構成される場合

もあるが，その場合においても，主題が3次元において

捕えられているとは言い難い。仮に3個の記述子をdi，

d2，　d，とすれば，　d1とd2は座標平面1のX座標と2」

座標であり，その組（di，　d2）を複合記述子d’で置き

かえるならば，d’とd3とは座標平面IIのX座標と

y座標となるのである。すなわち，そこには3次元的構

成があるのではなく，2次元的操作が2回繰り返されて

いるにすぎないと考えられる。

　件名方式の中で，2数的組の構成を原則とするものに

Medicαl　S励ブ60！・Ueαdings（MeSH）がある。　これは

National　Library　of　Medicine（NLM）によって絶え
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ず改訂されている生物・医学文献用の索引言語であり，

来館編のlndex・ifedicusがMeSHを典拠として索引

されていることはよく知られている。

　MeSHの標目は主標目（maln　headings）と副標目

（subheadlngs）からなっている。1968年版2）では，主

標目はAからNまでのカテゴリー一一…に区分され，その

うち7つのカテゴリーはさらに62のサブカテゴリ・一・一・・に

細分されている。副標目は新たに追加された7個を含め

て60個用意されている。ln　dex　Medicusでは，1個の

主標目と1個の副標口を組み合わせた形で索引すること

を原則としている。一HJt副標目の使用が中止されたこと

もあったが，現在では前述の2数的組を用いる方式が復

活している。

　副標目には，組の相手となる主標目のカテゴリーが指

定されており，そのカテゴリー数は，最も少いもので1

個，最も多いものは12個に及んでいる。表1は，結びつ

きうるカテゴリー数別に，該当する副標目を1例ずつ示

したものである。これを見ると，一般性が強く，専門性

表1・結合するカテゴリーの個数別に見た十日

順位

1

2

3

4

結合するカ
テゴリーの
個数

12

9

7

5

副標目（各1例）

History

Classification

Standards

Instrumentation

表2・結合する副標目の個数別に見たカテゴリー

順位

1

1

3

3

5

6

6

8

9

10

5

6

4

3

Drug　Effects

Cerebrospinal　Fluid

11

11

13

13

カテゴ
リ・一

記号

C

F

A

D

B

E

G

H

2

N

7

8 1

J

1

L

K

M

カ　テ　ゴ　リ　一

Diseases

Psychiatry　and　Psychology

Anatomical　Terms

Chemicals　and　Drugs

Organisms

Analytical，　Diagnostic　and

　Therapeutic　Technics
　and　Equipment

Biological　Sciences

Physical　Sciences

Health　Care

Technology，　lndustry　and
　Agriculture

Anthropology，　Education，
　Sociology　and　Social　Phe－

　nomena

Communication，　Library
　Science　and　Documenta－
　tio　n

Humanities

Named　Groups　of　Persons

結合する
副標目の
個数

28

28

22

22

14

10

10

9

7

Anatomy　＆　Histology

Abnormalities

6

5

5

1

1

の稀薄なHistory，　Classification，　Standardsなどが，

多くの主標目と組を作ることが明らかである。

　次に，主標目の立場から，パートナーとなりうる副週

日の数を調べてみると，表2の結果が得られる。ここで

は，表1とは逆に，中心領域のカテゴリーは多くの結合

相手を持っているが，領域が中心から遠去かるほど結合

相手の数は減少している。

　主標目に14個のカテゴリーがあり，各カテゴリーには

組となる相手の数が指定されているということは，14面

の座標平面A～2Vがあり，例えば座標平面・4において

は，カテゴリe一一一・Aに属する苗標目語がX軸上に並んで

おり，y軸上には22個の副標目語が並んでいると見な

すことができよう。

NLMが同一で受入れる図書・雑誌の件名目録を作成

する場合には，MeSHに若干の修正を加え，次に掲げる

副標目を使用している。

　　　Form　Subheadings

　　　Geographic　Subheadings

　　　Language　Subheadings

　　　Additional　Topical　Subheadings

　　　　III．　Permuterm　Subject　lndex

　Institute　for　Scientific　Information（I　S　I）によっ

て1963年に創刊されたScience　Citation　lndex（S　C　I）
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は，引用索引誌としては世界で最初の本格的な商業出版

物として斯界の注目を惹いたが，主題アプロ　一一チによる

検索の用具としての有用性については疑問があった。こ

のような疑問の解消をはかる意味で，1967年秋にISI

はSCIのSource　lndexに対する年刊の主題索引とし

てPermuteγm　S％砺θ0’lndex　IO　Science　and　Techno－

logyを発刊した。同索引については，1967年の10月に

早くも裏田和夫3）が紹介しているが，まだ新しく，しか

も高価な索引であるために，わが国ではよく知られてい

ない。

近年もてはやされている索引形式にKWICがある。

電子計算機で編集するKWICでは，標題を構成する語の

うち，不用語（stop　words）を除いた重要語（keywords）

を循環させて標目とする。

　　　The　kwi　of　kw2　by　kw3　in　kw4・

　仮に前記のような構造を持つ標題があるとすれば，

KWIC索引では，次のような形式で標目が作られる。

　　＠　KW，　OF　KW，　BY　KW，　IN　KW，＊　THE

　　②　KW2　BY　KW31N　KW4＊THE　KWユOF

　　＠　KW，　IN　KW，＊　KW，　OF　KW，　BY

　　＠　KW，＊　THE　KW，　OF　KW，　BY　KW，　IN

・1標題中にn個の重要語があれば，車輌の順番を1つ

ずつずらした列車がn本編成されるのである。

　Permulerm　S％∂ノθo’lndexもKWICと同系のper－

muted　title　indexの1種ではあるが，前例の標題は

次のような標目形式で処理される。

　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　KW，

　　　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　KW，

　　　　　　　KW，

　　　　　　KW，

　　　　　　KW4

　　　　KW，

　　　　　　KW，

　　　　　　KW，

　　　　　　KW，

KWICの連結が一横型であるのに対して，　Pe　rmute　rm

のそれは縦型であるとも言えるが，実際には2輌編成の

列車が卿卜一1）本用意されると見るべきであろう。すな

わち，前掲例では，（KW1，　KW2），（KW1，　KW3），

（KW1，　KW4），一…・（KW4，　KW2），（KW4，　KW3）と

いう2数的組によって構成される標目が4×3＝12個作

られるのである。括孤中の左側のKWはprimary

term，右側のKWはco－termと呼ばれる。

　lndex　MediCUSにおける標目の現われ方も，その形

式はPermutermと全く同じである。例示すると次の

ようになる。（MH＝main　heading，　Sh＝subheading）

MH，

MH，

Sh，

Sh，

Sh，

Sh，

Sh，

Shr）

Sh，

　以上の例示でも明らかなように，両者はその形式を同

じくしてはいるものの，性格は異にしている。すなわち，

lndex　Medicusでは，　MH（主標目）とSh（副標目）

は別物であり，ShがMHに変換されることはない。

ところがPermutermにおいては，すべてのKWが
primary　term（主標目に相当）にもなれば，また同時

にco－term（副標目に相当）にもなるのである。このこ

とを座標平面に即して言うならば，X軸に並んでいるも

のと同じKWがy軸にも並んでいるということになろ
う。

IV．　SYNTOL

　SYNTOL4）　（Syntagmatic　Organization　of　Lan－

guage）はFrench　National　Center　for　Scientific

ResearchのJ．　C．　GardinがEURATOMとの契約に

基いて開発したman－machine　systemである。

Gardinは，主題表現に関して，“構i造パターンはすべ

て最小の成分，すなわち2数的紐帯に分解できる”5）と

言う立場をとっている。2i数的紐：帯（dyadic　strings）と

は，構文法的に関係する索引語のpairであり，彼はこ

のpairをsyntagmaと呼んでいる。

Syntagmaの概念を明らかにするために，　Gardinが
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用いた図形6）に基いて説明を試みよう。

〔例1〕Cに対するBの作用をAが抑止する。

　この例では，BとCの間に．R、なる閃係があり，そ

の作用一三作用関係に対してAが瓦なる関係を持つ。

その構造は図2．1のようにな：る。SYNTOLではこの

A

R，

A），

A
N

N

N

N

N

x

x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　図2・1　　　　　　図2・2

関係を次のように言い改める。すなわち，Cに対して

瓦なる関係を持つBに対してAが瓦な：る関係を持

つ一と。その構造は，従って，図2．2が示すものとな

り，Re（A，　B），　R，，（B，　C）という2個口syntagmaが

f乍られる。

〔例2〕AのCに対する作用と，BのDに対する作

　　　　用の比較

A一一．一一：REEL　c

Rノ

B一一一一一一一＝一一一一一　D

　　　　　R，

　　　　図3．1

A－R　c
tR，

B一一一一　r一一一一’一1＞D

　　　　　R，

　　　　図3．2

　図3・1に見られる関係は，Cに対して作用するAと，

∠）に対して作用するBとの比較と解釈され，図3・2の

形に変換される。　この場合に作られるsyntagmaは

R，（A，C），　Rz（B，　D），　Rブ（A，　B）の3個である。

〔例3〕　薬品Aは器官Bを刺戟する。

　図4・1の関係は図4・2に変換され，薬品Aを1，刺

戟を2，器官・8を3と置ぎかえれば，Rz（2，1），　R，　（1，

3，），R，　（2，3）という3個のsyntagmaが構成される。

　以上の3例はいずれも単純化されたモデルであり，現

実に処理される主題ははるかに複雑ではあるが，複雑な

No．6　1968

　　　　　刺戟
薬品A一一一」一一一〉器官B

R，

＠

刺戟

R，

　　　　　　　　　　　　　　薬品A＿＿a・・＿→器官B

　　　　　　　　　　　　　　　＠　　　　　　　＠

　　　　図4．1　　　　　　図4．2

主題も結局は多数個のsyntagmaに分解される，と

Gardinは見なしているのである。

　ここで問題となるのは，前掲例において瓦，Rjとし

て示された構文法的関係であろう。Gardinは次に掲げ

る4種の関係を設定している。

　　　R1＿．．＿…・Predicative　（叙述的）

　　　R，＿＿＿…Associative　（連合的）

　　　R3・・……・…Consecutive　（連続的）

　　　R，＿＿＿…Co－ordinative（同格的）

　これら4種の関係を前掲の例3に適用すると，次のよ

うになる。

　　　　　R，（2，　1）

　　　　　R，（2，　3）

　　　　　R，（1，　3）

　しかしながら，これら4種の関係を実際に適用するに

当っては，解釈上の混乱が起ることが予想される。特に

R，とR3の適用について問題があると考えられるが，

いずれにせよ，2数的組であるsyntagmaのマトリッ

クス表示を検索に用いるというその構想は興味深い。

V．　CONCODE

　筆者は第4回ドキュメンテe一一・・ション研究集会におい

て，“ディスクリプターの文脈的結合による主題目録の

一方式”7）と題する発表を行ない，CONCODE（1迦tex－

tual　Connection　of　Descriptors）と呼ぶ方式を提唱し

た。

　これは，括孤，接続記号＆，ハイフォン，英語形前置

詞により記述子を結合して標題的なフレーズを作り，主

題表現体とする方式である。

　例えば，（1）高圧放電による金属板の接着，（2）春子

の和服と秋子の洋服の比較一という主題は次のように

表現される。
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　（1）　接着OF金属板BY高圧一放電

　（2）比較OF（和服OF春子）WITII（洋服OF秋子）

　結合される記述子は規制された語であることを原則と

するが，“比較”のようfs　一般用語は，典拠リストに含ま

れていない場合でも，主題を表現するのに必要であれば，

随意に補充語として使用することが許される。前置詞と

接続記号は添字のように小さく記入し，記述子を際立た

せる。

　前置詞は，それ自体の意味内容よりは，第1類品詞を

結び合わせる機能を主とする語類である。他品詞から転

成した前置詞（第2類：前置詞）を除く本来の前置詞（第

1類前置詞）は約70語あるが，複合形のものを除く単純

前置詞の数は28個である。これらの前置詞は，by，　for・

in，　of，　on，　toなどに見られるように，概してその語形

が短かく，外国人の我々にも馴染が深いので，連結子と

して使用するのに適していると考えられる。

　この連結子が，いわゆるリンクの機能を持つことは言

うまでもない。例えば前掲第2例の「細身の墾と琶

の洋服の比較」の場合，下線の4語の単純なcoordina－

tionでは，「春子の洋服と秋子の和服」という　false

combinationが作られる。　リンクを用いれば，この種

の誤りは防げるが，ロールを併用しない限り，関連のあ

る用語間に誤った関連をつけることがある。CONCODE

が後者の誤りをも防ぎうるのは，前置詞が被支配語の性

格を示す機能を併せ持つからに他ならない。

　検索に際して適合文献に到達するためには，我々は通

常次の過程を経なければならない。

第1ステップ…

第2ステップ…

第3ステップ…

第4ステップ…

・・・・・・… jey
・・・・・・…@Identificator

・・・・・・…Abstract

・・・・・・… cocument

　Rolf　Moore8）は検索の過程をguideとidenti丘cator

の2つのステップに分けて考えている。筆者の第2ス

テップの各論はMooreから借用したものであるが，

CONCODEはこの第2ステップのidentificatorの役

割を担うものであり，Mooreの別の表現に従えば，

topic－identificatorに相当する。

　第2ステップに属するCONCODEは当然その前のス

テップであるkeyを必要とする。　このkeyの役割を

果すものが主題標目である。

　第1ステップのkeyに対して要求されるものは網羅

力である。換言すれば，keyは主題構成要素のいずれか

らのアプロ　・一チをも可能にするものでなければならな

い。第4回ドキュメンテーション研究集会における発表

では，CONCODEを構成する記述子をそれぞれ単独に

標目としてとるというのが筆者の案であった。仮に7Z個

の記述子からなる主題があるとすれぽ，記述子の並び方

はn！通りある。記述子のtrainをそのまま標目にと

り，しかも網羅性をもたせるとすれば，n！個のエント

リーが必要となる。筆者は，標目とCONCODEの2段

構えによってそれをn個に抑え，しかもCONCODEに

は排他性を附与することにより，情報検索において相反

的に作用するといわれる再現率と適合率とを共に高める

ことを意図したのである。

　単一の記述子を標目とする場合に予想されることは，

その記述子が使用頻度の高い用語であれば，同一標目の

エントリーがきわめて多数となり，選別のために通覧し

なけれぽならぬCONCODEの数が増え，能率が低下す

るということである。このような事態を防ぐためには，

標目のとり方を次のように修正することが考えられる。

〔例1〕

　CONCODE　　接着OF金属BY高圧一放電
　標　　目　　（1）　接着OF金属片

　　　　　　　（2）　金属片，接着OF

　　　　　　　（3）　高圧一放電

　　　　　　　（4）　放電，高圧

　　　　　　　ee　接着BY放電

〔例2〕

　CONCODE

標　　目 （1）

（2）

（3）

（4）

比較OF（和服OF春子）WITH

（洋服OF秋子）

和服OF春子

春子，和服OF

洋服OF秋子

秋子，洋服OF

　前掲例において明らかなように，CONCODEを構成

する記述子は1回ずつ主標目の座に置かれ，その主標目

と最も連合度の高い記述子が副標目として並べられる。

CONCODEの中で隣…りあう記述子同志の連合度が高い

のが通常であるが，問題は隣り合わない記述子との間に

も強い連合度が存在する場合であろう。このような場

合，標目数を増やしうる状況にあるならば，例1の＊印

のような標目を追加すればよい。

　いずれにせよ，この方式では，標目は2数的組によっ

て構成される。同’じ記述子の組を標目とするエントリー
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の配列順をどうするかの問題が残されているが，これは

記述子間に介在する連結子に順位を与えることによって

解決できる問題である。ハイフォンやコンマを優先さ

せ，接続記号と前置詞にはアルファベットの順位を与え

ればよいであろう。

VI．結 語

　2数的組による主題標日の構成という観点からMeSH，

Perlnuterm，　SYNTOLならびにCONCODEを順次

論じて来たが，情報検索のkeyとなる標目については，

新しい観点から多角的な考察を加える必要があるであろ

う。2数的組による構成に関しては，その実際的効率を

多面的に測定する比較的実験が行なわれない限り，それ

が他に比して優れていると即断することはできない。し

かしながら，この種の実験には多くの困難が伴なうので，

非力な筆者には荷が重すぎるようである。せめて筆者の

方式に対して諸先輩から忌揮のない御批判を頂ければ幸

いである。
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